
※1 株式数比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しています。
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「日経・東証IRフェア2025」に出展

当社は、株主・投資家の皆様と
の双方向コミュニケーションを重
視する考えから、昨年に引き続
き、日本最大級のIRイベント「日
経・東証IRフェア2025」に出展
しました。各種説明会に登壇し
た社長 田中や取締役 岡田の話
を聞いた参加者の皆様からは、
アルミニウム素材の将来性やリ
サイクルをはじめとした環境価
値の観点から、当社の成長に期
待いただく声が多く寄せられま
した。

新たに公開した「ぐるっとサステナ」は、右の二次元

コードでリンクしたページからご覧いただけます。

今年も統合レポート「UACJ Report 2025」を発行

しました。右の二次元コードでリンクしたページから

ご覧ください。

（注）2025年10月1日付で株式分割（1株を4株に分割）を行っていますが、各株式数は分割前のものです。

当社を取り巻く事業環境は、米国の関税政策や為替の影響な

どにより日々変化しています。そうした変化に柔軟に対応し、事

業機会を最大化し、企業価値向上に結び付けることが私のミッ

ションです。

2025年度上半期は、環境意識の高まりにより今後の需要拡

大が見込まれるリサイクル関連設備の投資を実施しました。ま

た、成長著しい航空宇宙・防衛分野においては、日本最大規模

の厚板焼入れ材製造設備の導入も決定し、事業機会を捉えるた

めの施策を進行中です。さらに、お客様のニーズにワンストップ

で対応できる体制の効果が現れ始めており、今回の設備増強効

果と相まって、当社にとって大きなビジネスに成長することが期

待できます。

2025年度上半期の業績※1は、主力製品である缶材の需要が

北米を中心にグローバルで好調に推移したことから、売上収益

は前年同期比530億円の増収となりました。一方、原材料価格

の高止まりや、為替変動の影響などにより、事業利益、営業利益、

当期利益※2はそれぞれ前年同期比で減益となりました。しかし、

下半期は国内での価格改定の浸透や、米国での事業利益の拡

大を見込んでいます。このような状況を受け、通期業績予想※1

は、売上収益11,000億円、事業利益460億円、営業利益550

億円、当期利益※2 230億円と見込んでいます。

2025年10月1日には株式分割（1株を4株に分割）を行い、個

人投資家の皆様にも投資しやすくすることで、株式流動性を向上

させ投資家層の拡大を図っていきます。今後も企業価値向上と資

本市場との対話に努め、皆様に投資していただける企業を目指

します。なお、1株当たりの配当金※3は、当期利益の通期予想の

上方修正を反映し、期末配当金を期初予想から２円増配し、年間

配当金を42円（第２四半期末20円、期末22円）とする予定です。

また、PBRについては、2025年9月末時点で、0.98倍となり

ました。2022年度末は0.51倍だったことを考えると、着実な前

進を感じています。この背景には、地球環境課題の解決に貢献

するアルミニウム素材の将来性や、当社の成長への期待がある

と考えています。環境意識の高まりは、先日訪れた大阪・関西万

博でもその流れを実感しました。このような事業環境の追い風

を逃さず、かつ市場のニーズを的確に捉えることが重要です。私

自身がしっかりとその舵取りをし、さらなる企業価値向上の実現

を目指していきます。今後とも当社にご期待いただきますよう、

よろしくお願い申し上げます。
※1 上半期業績、通期業績予想(2025年11月11日の決算発表にて上方修正を公表)は
決算ハイライト（表面左頁）をご覧ください。

※2 親会社の所有者に帰属する中間利益・当期利益
※3 10月1日実施の株式分割を考慮後

環境変化を捉え、事業機会を最大化、
持続的な企業価値向上を追求。

株主の皆様へ

2025年4月1日～2025年9月30日
証券コード：5741

2026年3月期 上半期報告

※アンケート回答にかかる通信料は、株主様のご負担となります。
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環境変化への対応力強化、資産効率化、自動化・無人化（安全

性・生産性向上）により、事業の強靭化を図っていく計画です。

市況変化による影響に対しては、すでにサーチャージを導入す

るなど対策を講じていますが、第4次中期経営計画（以下第４

次中計）発表後に生じた事業環境変化に対しても迅速に施策

を講じ、収益力の維持・向上に努めています（右記参照）。また、

仕入れ、販売、代金回収までのキャッシュ・コンバージョン・サイ

クルを短縮するなど資産効率化に取り組むとともに、生産工程

における自動化・無人化、ホワイトカラーの業務効率化を推し

進め、筋肉質な体質づくりを前進させました。

多様な人材の獲得や育成、エンゲージメント向上、技術・ブラン

ドなどの無形資産の獲得・強化・活用などにより、価値創出と安

定した事業運営を支える基盤を強化していく考えです。そのな

かでも、とりわけ事業運営に欠かせない人的資本については、

当社の人材に対する考えや施策を整理し、「UACJピープルス

テートメント」と人材戦略を体系化した「人的資本経営の全体像」

を策定しました（右頁参照）。また、価値創出の源泉となる技術・

ブランド力強化、DX投資・デジタル活用、事業間・部門間連携の

推進など、基盤強化を着々と進めています。

価値創出拡大による収益の最大化と収益率の向上を目指し、重

点活動分野として①リサイクル推進、②素材＋加工ビジネスの拡

大、③先端分野のサプライチェーン安定化への貢献、④新領域の

拡大の4つを定め推進しています。EV市場拡大の遅れにより、

「素材＋加工ビジネスの拡大」が伸び悩んだものの、戦略の中心

となる「リサイクル推進」による増益貢献が、計画を上回る進捗と

なりました。また、順調な需要拡大が見られる航空宇宙・防衛分

野をターゲットとする「先端分野のサプライチェーン安定化への

貢献」においては、需要捕捉に向けた戦略投資を前倒しで行い、

この先の収益向上に向けた準備を進めました。
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